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蒲地光太（スクールリーダーシップ開発専攻） 
解ること、解らないこと 
1. 教育を考える一言 
「解らないやつがいるということを解れる教師になれ」 
2. 背景 
この言葉は、私が高校 2年生のときに、仲が良かった体育科の T 先生からいただいた言葉です。
当時、担任であり、かつ数学の担当だった S という先生がいました。この S という教師は、課題
を出さない、出せない生徒が一人でもいると常に不機嫌になるような教師でした。当時、私はそ
の教師に対して苛立ちを覚えるとともに、課題を期限までに出すことができない生徒に対しても
苛立ちを覚えていました。そんな苛立ちを覚えていたとき、仲が良かった T 先生と雑談を交えな
がらその S 先生と生徒のやりとりを話す機会がありました。そのときに言われた言葉がこの言葉
です。仲が良かったこともあり、将来、教師になりたいということなど、他の教師には語らない
ことまでついつい語ってしまう先生でした。つい一昨年、去年くらいまでこの言葉は完全に忘れ
去られており、記憶のどこか奥の方に押し込められていたのですが、教育実習が契機となりこの
言葉を思い出し改めて考えるようになりました。 
教育実習中、私は高校 1 年生の数学を担当しており、自分の高校時代のように毎日 1.2 問の復
習問題を宿題として出し、その出来具合でどれくらい理解できているのかを確認していました。
しかし、宿題の丸つけをしていると、×、×、×・・・・と、×のオンパレード。次第に心の中
では、「なんでこんな簡単な問題をこいつらは解けないんだ」「最悪、教科書でも見ればどう解け
ばいいかくらいわかるだろ」と生徒の対して苛立ちを覚えていました。しかし、実習中の指導教
員の先生から「みんな初めてやるものなんだから、理解できない生徒がいてもそれは当然のこと
だよ」と言われ、「まず生徒よりも自分の指導方法についても考えないとね」と指導を受けた。こ
のとき、T 先生に言われた「解らない奴がいるということを解れる教師になれ」その言葉を思い
出しました。自分の価値観でしか生徒に接することができていない自分がいることにそのとき初
めて気付きました。 
3. 考察 
教師のなかには、どうも自分の価値観を生徒に押しつけてしまっている人がいるように思えま
す。それが良いことなのか悪いことなのかは個々人で違ってきます。しかし、かつて自分が嫌い
だった教師と同じようなことをして、価値観を押し付けてしまっている自分がそこには確かにい
ました。そんな自分が嫌にもなり、自分に対して不信感を抱くようなことにもつながりかけまし
た。しかし、このT先生の言葉がその瞬間私の価値観を劇的に変えたことは紛れもない事実です。
自分の価値観を生徒に押し付けるのではなく、生徒一人ひとりの価値観や考え方を大事にしよう
と。そしてそんな教師に私はなりたい。私の価値観を変えたこの大切な言葉こそ私の教育観の根
底にあるのだと思います。 
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